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1

浚渫土処分は汚泥（産業廃棄物）扱い
であるが、現地状況に応じて一般残土
扱いでもよいでしょうか。その際の処
分単価は変更の対象となるでしょう
か。

仕様書に記載のとおり、受注者の責に
よらない事項については協議の対象
である。

2

浚渫工法については、同程度の処分・
清掃が可能であれば、工法指定するも
のではないということでよいでしょう
か。また、その際の単価は変わらない
との解釈でよいでしょうか。

設計書と同程度の処分・清掃が可能
であれば、工法を指定するものではな
い。その際は、設計変更の対象とはな
らない。

3

１号代価表「側溝清掃車、距離
0.01km」となっているが、土砂吸引後、
一度場内に仮置きし、ダンプトラックに
て搬出処分という施工内容でしょうか。

場内の仮置きは想定していない。吸引
後にダンプトラックへ排出し、即時搬出
を計画している。

4

側溝清掃車による吸引が困難であると
考えられるが、施工方法の変更協議
が必要となった場合、道路使用許可な
どを含めた各関係機関との調整が必
要となります。その場合、工期も含め
た変更は可能でしょうか。

現地状況・条件により、協議の対象と
する。

5

草処分が発生すると考えられますが、
設計変更の対象となるでしょうか。

現地状況・条件により、協議の対象と
する。

6

土砂の含水比が高くダンプトラックで
の運搬が困難な時は曝気乾燥が必要
と考えられますが、その場合、工期も
含めた変更は可能でしょうか。

現地状況・条件により、協議の対象と
する。

7

土砂の仮置きが必要な場合、搬出可
能な場所でバックホウ及び80m3の土
砂を仮置きする場所は提供していただ
けるのでしょうか。

必要な場合、協議・調整を行う。
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